
『事業承継計画』を策定してみませんか？

 事業承継計画とは…
自社を取り巻く状況を踏まえ、事業承継を着実に進めていくために策定します。経営者が一人で考えれば
良いものではなく、後継者や親族などと共に、取引先や従業員、金融機関等との関係性を考慮しながら
策定します。また、中長期的な経営方針、目標などを設定しながら、その中に事業承継の計画を盛り込ん
でいきます。

 計画策定の前に…
過去から現在に至るまでの歩み（創業時の想い、会社の歴史等）の振り返りや現状分析をしっかりと行い、
将来の業績見通しや環境変化の予測をすることで、事業承継に取り組む上での課題が見えてきます。
あらかじめ、整理してみましょう。

【事業承継計画様式】 (独)中小企業基盤整備機構 ＨＰ
https://www.smrj.go.jp/tool/supporter/succession1/index.html

将来

過去

現在
創業時の想い
会社の歴史
大規模投資の時期 等

財産（『人』『資産』『知的資産』）
財務内容・収支状況
強み、弱み
外部環境 等

業績見通し
設備投資の計画
新規事業への挑戦
組織体制の整備 等

https://www.smrj.go.jp/tool/supporter/succession1/index.html


『事業承継計画』を策定してみませんか？

事業承継に関するお悩みがございましたら、まずは商工中金の各営業担当者までご相談ください。

【法人について】
 事業計画

○年目 売上○億円、経常利益○千万
 株式・定款等

○年目 ○○から株式を買い戻し 等

【現経営者について】
 役職

○歳 代表取締役を退任、取締役会長に
 関係者

○歳 家族会議 ○歳 社内へ発表
 財産の分配

○歳 遺言の作成
 株式

○歳 黄金株の導入、株式○％を移転
○歳 全ての株式を後継者に移転 等

【後継者について】
 役職

○歳 取締役 ⇒ ○歳 常務 ⇒ ○歳 社長
 後継者育成

○歳 本社の統轄責任者に任命
○歳 取引先の協力会役員に就任

 株式
○歳 ○％保有
○歳 全ての株式を保有 等

 記載内容は以下のようなイメージです。

※出典 中小企業庁 事業承継マニュアルより抜粋


